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要旨この植生史研究特別輔２号は，三内丸lll遺跡とlIIil辺域の生態系に関する論文を収録したものである。これら

の成果は，１９９８～２００３年のI¥森県のえ内丸111辿跡特別研究推進事業として'だ施されたプロジェクト研究で得られた

ものである。主要な成果として三つを」:げることができる。鋪・は，細密なﾊﾂ序と細年が確立し，環境変巡との対比

や国際的な対比が行えるようになったことである。第三は，ｉＪｉ森平111j;の環境変遷を解|ﾘ'し，集藩が憎まれた当時の景

観と水産資源利ILMの空間構造が描き11'せたことである。さらに，集落の生態系の空間桃造を描き出し，クリ林という

人為的生態系を復ﾉIjしたことである。飾主は，訓ﾉ、l丸山の熊蒋を特徴付ける''1筋土器文化の形成に'一和11|カルデラの

l-i大噴火が大きくかかわったという仮説を提示したことである。
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はじめに

『柿生史{i〃究特別節２号』は，細文時代前期から本誌『柿生史{i〃究特別猫２号』は，細文時代前期から

中期に常まれた人規模な拠点集落として広く知られるよう

になった三内丸111遺跡と),11辺域の'|態系に関する論文を収

録したものである。これらの成果は青森県１内丸''1遺跡特

別研究推進事業として２００３年に実施された総合研究「三

内丸山辿跡の生態系史研究」およびそれに先行する共同研

究や総合研究によるものである。これらの研究はいわばプ

ロジェクト研究であった，ここでは，この述のプロジェ

クト研究の経線と，２００３年に総折できた成果と展望をま

とめておきたい。

なお，一連のプロジェクト研究は，代表荷である飛者が

所属していた国立歴史民俗博物館の受託研究として災施さ

れたので，同博物館の成果として刊行されるr定であった

が，諸般の理[11によって'1行できなくなってしまった。そ

こで，研究の'三l的や活動の趣旨にもっとも適うと思われた

'1本柚'|そ史学会に刊行の'三'１請を行い，このような形で刊行

できることになった。

三内丸山遺跡の概要と生態系史研究の経緯

三内丸山遺跡は，青森巾の南西部の沖館川東方に位置し

ており，縄文時代前期'|'頃から''11111終末までの規模の大き

い集落跡遺跡である。平安時代と''１世の城館跡ももつがそ

れらの呪模は小さい］純文時代の集落跡辿跡としては学術

的にきわめて束要であることが確かめられてきたが，その

根拠は肢に三つある。第一は，約３５ｈａにおよぶ広大な面

積を,Iiめており，竪穴化ﾙＬＩを主とする居住域や，列状ある

いは環状の墓域，厚さが２ｍ前後におよぶ複数の磯土遺構，

大型の伽立柱辿椛、台地斜面から谷底にかけての大規模な

捨て場辿構など，さまざまな施設が整然と１１肥置されており．
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当時の集落や社会を知ることができるからである口第二は，

細文時代前期中頃から''-1期終末までのこれまでに確認され

たすべての土器型式が確認され，１０００年以上にわたって

存続した拠点的な集落であることが分かってきたことであ

る。第三は，台地斜､iから谷底にかけてはおびただしい動

物・植物の遺体が廃棄されており，低湿地の環境下で良好

に保存されていたため，当時の猟境や資源の穫得・利川の

実態が復元できるからである。このような学術的重要性が

認められて，１９９７年３１１には国史跡に，さらに２０００年

１１月には旧il特別史跡に桁定された”

このような様々な施設を有する大規模集蕗が１０００年以

ｌ:の長期間にわたって連続して存続できた理111はいかなる

ものであるのか、これは純文人の'上存戦lllffや生活文化全般

にわたってその実態にかかわる問題であり，その解明には

集落の存統期間や変逃の過程を拙き出すための詳細な肘序

と編年が不可欠であI)，集落だけでなく集藩を取り巻く周

辺域の隙境を含めた生態系の復)Ijが不nI欠である。筆折ら

は，三内丸山遺跡の発掘調査が開始された１９９３年から'ｋ

態系復元のための調査研究の必要性を認め，次年の１９９４

年からはそのための洲介研究をilf森県埋蔵文化財調奇セン

ターによる発掘調査に併行しながら開始することができた｡

1995年には青森県教育庁三内丸111遺跡対策室が発掘調査

を継続し，生態系復元にかかわる雌礎的な洲査も継統する

ことができた。そして，１９９８年にｉｌﾃ森県三内丸山遺跡特

別研究推進事業が設ilfiされるとともに，「三内丸山遺跡に

おける人と|'|然の交渉史一遺跡の時空間的位|iiiづけと生態

的特徴の解|ﾘjを中心として」という課題を掲げた生態系復

元の調査研究が採択され，１９９８年から２０００年までの３

ｲf間にわたり継続して実施することができた２００１イ|畠に

は「三内丸山遺跡の生態系史の解|ﾘl」という課題を掲げた

総合研究に引き継がれた。さらに２００３年にはそれまでの

|川題点が幣理され．「≦内丸'11辿跡の生態系史研究」とい

う当初の目的そのままの課題を掲げた総まとめの調剤ill究

を実施し，一連の生態系復元にかかわるプロジェクト研究

は終了した。

このプロジェクト研究での成:采は膨大であるが，そのう

ち重要で今後も研究の峻開が望まれる主要な二つに絞って，

以下に成果と展望をまとめておきたい。

三内丸山遺跡の層序と編年

遺跡の噌序と編年の確立は，考古学において韮要な研

究対象である遺物や辿椛の層位を確定するためだけでなく，

遺跡を取り巻く周辺域との対比や広域的な対比に不'リ欠で

ある。また，人社会と環境とのかかわりを雌史的に理解し，

地域的あるいは広域的な環境変逃や生態系史の基軸となっ

ているﾙｻ序と対比するには，遺跡の屑序と細年の確立は欠

〈ことができない。発掘現場では，実際には，仙'而的ない

わゆる上層区分が行われるのみで，統一･的な屑序の確立が

行われることはほとんど無いといってもよいが，人きな広

がりをもつ遺跡や長期間におよぶ遺跡では，遺物や遺構の

層位の保証と，上で述べたような研究のさらなる展開のた

めには，層序の確立が積極的に推し進められることが雫ま

れる。

二|ﾉ､l丸111遺跡では，発掘洲査の初期の段階から，遺物の

包含１Wや遺構の牌位について地質学的な検討が加えられ

てきたため，便、:的に設定された噌序を統一的に設定しな

おすという試みが１９９５年以降なされるとともに，遺物に

対してだけでなく，眉序を構成する地岬1単位に対して，道

物や辿構による細年と同等に多数の放射性炭素年代測定に

よる細年が試みられた（辻・中村，2001)。それらの結果

は辻（2006）にまとめられている。それによれば，三内丸

111遺跡の完新111:堆積物は三内丸山|杵と定義され，最下部

脚下部層，「'１＃|咽上部〃'|，最上高|州の略|州に細分さ

れた。この遺跡における縄文時代の集落と人の活動を保証

する遺物や遺椛のほとんどは下部屑に含まれ，純文時代中

期終末の段階が中部層の蚊下位に含まれることが示された。

放射性炭素年代は，三内丸山の縄文時代の集落が５１００

～３７５０ｙｒＢＰ（3950～Ｚ１５０ｃａｌＢＣ）の長期間にわたっ

て街まれたこと，縄文時代前期と中期の境が４６００ｙｒＢＰ
(3450calBC）であることを示した。これのよって，単に

縄文時代の上器咽式の編年というのではなく，完新１１t堆積

物（完新統）屑序と編年との対比の雄礎ができたことにな

')，｜玉|際的な対比も可能になった。

三内丸山集落における生業と環境

二|ﾉ1丸山遺跡がどのような古地理の｢'１に置かれるのか，

言い換えれば，三内丸山の集落がどのような環境下に置か

れ，どのような蝋境とかかわりをもっていたのかを明らか

にするために，追跡が立地する台地を含む青森平叫の古地

理変進史ならびに環境変進史の調査研究が実施された。そ

の成果は久保ほか（2006）にまとめられている．それによ

れば，青森平ﾘｉには火111起剛ｉｉの砕届物が掃流物蘭として多

量にもたらされ，それらが平野の埋械に大きくかかわった。

そのため三内丸|||に集落が成立していた期間には，縄文海

進のピークは過ぎており，海岸部には砂州が形成されると

ともに内陸側はiIIIl地化を遂げていたことが明らかになった。

すなわち海岸線はかなり後退しており，海と集落の間には

現ｲ|；と同じような沖館川低地がすでに形成されていた。こ

れらの成果は，言内丸山に集落が営まれていた時期に，沖

飾台地の直下にまで海岸が迫っていたというこれまでの予

測とは大きく異なる環境を示している，

式|ﾉ1丸山遺跡の第６鉄培地区における縄文時代|iii期中噸
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の円筒下層ａ式土器包含牌からは多重の魚ｕ類遺体群が

検出されているが，これらの水席黄源の獲得には上記のよ

うな古地理変遷が深くかかわっていたはずである。魚凶類

遺体群と三内丸111の集落における水産資源利川の空間椛造

については樋呆（2006）によってまとめられている”それ

によれば，集落における水産資源利川は，周lﾉ|の河川・湿

地における淡水系魚貝類の利用と、１１f森平野沿岸の砂泥底

浅海域における底魚類などの利用，夏泊半防方面またはよ

り遠方での岩礁性魚貝類の利用，陸奥湾の沿岸から沖合に

いたる水域での''1|遊魚の利川からなっており，近傍の淡水

域から陸奥湾にいたる多様な水域環境が広域的・多角的に

利用されていた。遺跡から川lｆした多様な魚Ｈ類遺体聯は，

このような空間椛造の特性を反映したものであるとしてい

る。さらに，集落の北側を流れる沖飢川は淡水魚貝熱の漁

場としてだけでなく，陸奥湾への辿路としても頑要であっ

た可能性を指摘している。このように，＝集落の水産資源利

用のあり方は，Ｉｌｉ地理変遥と著しく洲和的であり，多様な

魚貝類遺体群の独得を裏付けたのである。

一方，三内丸山の集落と周辺の生態系については、遺跡

内の台地上から斜IiIi，谷底にいたるまで検討１１能な多数の

地点について花粉分析と眺淡分析による検討が行われた。

それらについては，吉川ほか（2006）によってまとめられ

ている“それによれば，集落の形成とともにナラ類やブナ

からなる落葉広葉樹林が伐採され，クリの純林が形成され

た。それに先行して，集落形成の約８００年前にすでにI1j

所的にクリ林が形成されていた細文時代中lﾘl後半にはク

リ林の縮小とトチノキ林の拡大がlrlllfに起こった。これは，

トチノキ利用文化の洲現による可能性が高いことが指摘さ

れた．集落や周辺の生態系は，居住域や墓域，廃棄場や盛

土場といった具合に三内丸111の集落においても複雑な椛造

をもっていたことが分かってきたが，′lﾐ態系の空間椛進を

復元する取り組みはほとんどといっていいほど行われてこ

なかった。ここでの取り紺みは，集落という人為的生態系

の中身を11Wき出そうとする試みであり，今後の集落あるい

は人為生態系の復元の基礎となるだろう。

円筒土器文化の形成と十和田カルデラの巨大噴火

テフラ屑序・細年は，考古学的な遺物編年を確立するｋ

で大きな役割を果たしてきたロ東北地方北部では｜利H1カ

ルデラの火111活動によってもたらされた更[新11t・完新''１:テ

フラ群が，旧石器時代から1と安時代にかけての遺物・遺構

の噌位や年代の決定に果たしてきた役割は火きいが，その

中で，細文時代の遺物・遺構とのかかわりで'{了〈から注'三｜

されてきたのが十|I田中抑テフラ（Tb-Cu）であった“そ

の経緯については市川（2006）が|)M連する''１筋式土器お

よび大木式土器の研究史とともに総柄している。中でも禍

'1１（1986）によって，円筒下層ａ式上器がTb-Cuの｜を位

から出土し、大水２ａ式土器がTb-Cuの下位から出土する

ことが示されたことは，’'1筒土器がＴｏ－Ｃｕのあとに形成さ

れ，円筒下屑ａ式化器が大水Ｚａ式土器に時期的に近接す

ることを示唆しておI)，以後T1o-Cuと円筒上器および火水

式|器の関係について注意していく必要性を喚起した。た

だ，これらの研究は，円筒土器および人木式上器の細年，

ならびにlllljl1器咽式の関係を明らかにするためにTb-Cuを

役立てようとしたもので，あくまで土器形式の編年研究の

環をなすものであった

一方，１９９８～ZOO０年のプロジェクト研究「三内丸111

辿跡における人と自然の交渉史」の総括において肖森平野

南部の人欠沢野''１（１）遺跡の研究成果が提示され，Ｔｂ‐

Ｃｕ直上に円筒下肘ａ式'二器が出-ｔすること，これと同時

にクリ林が急速に拡大し，場所によってはウルシ属を人埜

に伴っていたこと，放射性炭素年代測定によってＴｂ－Ｃｕと

|｣1筒下層ａ式土器の年代がＳ０ＳＯｙｒＢＰ前後とほぼ一致す

ることがノパされたことから，｜和田カルデラの火山活動が

'11筒土器文化の形成に深くかかわった可能性が指摘され

た。そこで，続く２００１年の「三内丸'１１遺跡の生態系史の

解|ﾘ1」においては「|]l筒土器文化の形成・股開に十和''１カ

ルデラのli大噴火など生態系を撹乱する大きな事件がかか

わった」という仮説の検証を課題の一つに掲げることにし

た。さらに最終年である２００３年の「三内丸111遺跡の生態

系史研究」においては，青森・岩手・秋田県でのＴｏ－Ｃｕ

と土器珊式の関係をlﾘl碓にすることと，Ｔｂ－Ｃｕが生態系に

及ぼした影響を解l川することを第一の目的に調査を実施し

た”

星・茅野（2006）による満手県と背森県における''1筒

ド屑ａ式土器成立期の土器様相に関する総括は，テフラ

と１２器型式との関係の集大成であるそれによって，入木

2ａ式土器はＴｏ－Ｃｕの下位であること，大木２ｂ式土器は

To-Cuの下位か上下に跨るﾛI能性が商いこと，’1]筒下Ⅳ1ａ

式'二器はTb-Cuの上位であることが|ﾘlらかにされた。これ

によって，｜｣1筒土器がＴｏ－Ｃｕに先行することはないことが

はっきりし，円筒北器文化はＴｏ－Ｃｕ直後に形成されたこと

が明確になった。また，混沌としていた円筒土器以前の関

係土器群の関連性が議論できるようになってきたことは大

きな成果と青わなければならない。

Ｔｂ－Ｃｕと生態系との関係について考えておこう。三内丸

'11遺跡では吉川ほか（2006）で議論されたように，円筒下

ｌＷａ式土器包含I『11において，また，イド代が一致する屑位に

おいてクリ林の急速な拡大が確認された。大矢沢野田（１）

辿跡においては，Ｔｂ－Ｃｕの１１'f上においてクリ林の明瞭な拡

人が記録されている（後藤・辻，2000)。人の活動が認め

られない八ll1H-lllIの田代平湿原では，Ｔｏ－Ｃｕｌ向上でそれ
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まで優勢だったブナの急減と，ナラ熱（おそらくミズナラ）

の急増が認められ，数百年と見積もられる長期間の後にブ

ナか再び'１１|復した様子が花粉分析によって捉えられている

(辻ほか1983)。クリ林の拡大がi1i川ほか（2006）のよ

うに人為であるとすると，人為のおよばないllllHl部におい

ては火111活動の影郷を受けて生態系が火きく変化し，平野

部においては''1筒土器文化の形成によってほぼ同時にクリ

林などの人為生態系が作り'11されたと言えよう。

T1o-Cuの噌序や分ｲlj,年代については火池（1972)によっ

て中諏浮ｲiとして初めて記峨されて以来，多くの研究があ

る。層序と噴火様式については｣1リ|’（1983）の詳細な研究

があり、Ｔｏ－Ｃｕは下位から，’'''11(I淵i，金ヶ沢I剛i，宇樽

部火山灰によって構成され，いずれもカルデラから東方に

大きな''1を描くように分布することが分かっている。もっ

とも噴火の規模が大きい巾抑'剛iは，ｌｌＩｉ出物量が６.Ｓｋｍ３

になり，約５万年前に箱根火lllの|司大噴火がもたらした

箱根東京軽石とほぼ同程度のものであるとされた。すなわ

ち中程度の強さのプリニアン''１１i火の旅物とされた。完新|Ⅱ：

に十和Ｈ１カルデラがIll1illIしたテフラでは肢大規模のものと

見積もられている。雌・茅野（2006）の分布ｌＸｌにも示さ

れているように，テフラはカルデラの1,lUjに厚く唯横して

いるものの，岩手県南部にまでおよんでいる。これらのこ

とを総合すると，十'1ｍカルデラの４〔ﾉﾉを''1心にして生態

系に甚人な影響を与えた可能性はきわめて大きいと言えよ

う。年代については，このプロジェクト研究で｛(｝られた高

精度年代測定の結果が約Ｓ０５０ｙｒＢＰとまとまりがあるの

で，これを使用することにしたい（辻・''1村，2001)。

辻（2004）は，東北地方北部における十和田カルデラの

巨大噴火とその直後の森林生態系の急変，ほぼ同時的な円

筒土器文化の形成を脱Iﾘlできるものとして「十和lll中撒テ

フラの火山活動は東北地方北部の生態系と人社会の撹乱を

引き起こし，円筒土器文化の形成を誘導した」という仮説

を提示した。これを検証することは奔易ではないが，星・

茅野（2006）が提示するように、土器側式の変容の道筋を

綿密に捉えていくことや，｜倉淵ﾉﾘ!式以外の生活様式の変

化にも|lを向けることで糸11がつかめる可能性がある。ま

た，火''1活動の研究においては，これまでのような火111学

的なI噴火様式の解'ﾘlに'|きまらず，生態系や隙境変llij典因と

しての火山活動と蝋境椛成典米との１Ｍ係を捉えなおす必要

があることを示している。

おわりに

集落と周辺域の'|竜態系を復元するという研究は，遺跡の

発掘調資と平行して行わないかぎりi1｝られない怖搬や分析

試料に大きく依存しているため，長い年数を要することが

最初から想定された。時間軸をlﾘl確にすることと，集落の

空間構造を明らかにすること，さらに集落を取り巻く大き

な地形単位の中での空間構造を明らかにすることは，膨大

な資料を典するため，遺跡の発掘洲行に併せて実施でき

た事例は少ないといってよいだろう。そのような状況にお

いて，三内丸'11遺跡の生態系史研究は，１９９３年以来，継

統的な発M11洲奇が進められてきたため，’１，，１序と細年，花粉

分析や祁災分析のための多数の試料を検討することができ

た。それだけではこのような時|H1を要する調査研究はでき

なかっただろう｡１９９８年から実施された三内丸山遺跡特

別研究推進蛎業による助成は，長期におよぶ基礎研究の育

成に大きく貢献したと言えよう。

このプロジェクト研究に参ﾉ111された分}u者の方々を明記

しておきたい。放射性炭素年代測定の結果や昆虫遺体の結

果など，すでに別の形で論文となっているものもあり，また，

青森平野全域におよぶ珠瀕化行鮮の解析による環境変遷や，

三内丸'11遺跡における上壌形成と人間活動など．この論文

集に掲戦できなかったものもある。極実遺体の標本登録と

保管ならびに標本盗料公|州はプロジェクト研究の共通した

大きな課題であったが、その準伽は終ｒしてはいない。そ

の意味では，当初の||的をすべて果たせたわけではないが．

可能な限り継統したい。

○１９９８年「三|ﾉ､l丸''１辿跡における人と自然の交渉史I」

辻誠一郎（研究代表州、鈴木三男（副代表稀)、中村

俊夫、久保純子、森リ１－､能城修一､佐瀬隆、木村勝彦、

細野衛、高地セリヤ好美、イiiIll雅和、後藤香奈子、中村

美杉

○１９９９年「三|ﾉ､l丸11｣辿跡における人と、然の交渉史Ⅱ」

辻誠一郎（研究代表荷)、鈴木三男（副代表背)、中村

俊夫、久保純子､森鋤一､能城修一､佐瀬隆､細野衛、

住田雅和、辻圭ｒ、村Ⅱ|黍lliIli、後藤喬奈子、！|'村美杉

○２０００年「三内ﾒLlll遺跡における人と自然の交渉史、」

辻誠一郎（研究代表行)、巾村俊夫（副代表行)、久保

純子､森勇一､樋泉舟完､ｉ州宏|+i、村田泰輔､辻圭子、

後藤香奈子、Ｉ１ｌ村災杉

○２００１年「二lﾉ､l丸'１１辿跡の'|ｉ態系史の解明」

辻ｉサル郎（lill:究代表州、紀藤典夫（副代表杵)、巾村

俊夫、ilflll昌仲、辻イミ子、後藤香奈子、中村美杉

○２００３年「三内丸|||辿跡の生態系史研究」

辻誠一郎（研究代炎背)、’|川|金丸（刑代表州、紀藤

典夫、１１｛雅之、茅野濡雄、柵'１１１崖、吉川昌伸、辻圭子、

後藤香表ｒ･、人松しのぶ、lllll潤
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